
単元名   ちいちゃんのかげおくり（全１２時間）  単元構想図 

学びのストーリー 

 

 

題名読み  ・理科でやった「かげおくり」の話かな。 ・ちいちゃんがだれかにかげを送る話じゃないかな？ 

全文通読（範読）  ・感想を書こう。 ・感想交流をしよう。 

・戦争が起きたときのお話だった。 ・悲しいお話だった。 ・戦争ってこわい。 

・いくさで町のようすが変わっていた。 ・ちいちゃんがひとりぼっちになって悲しい。 

・いくさで、空がこわいところになって、かげおくりができなくなった。 

・かげおくりをしているうちに、家族が見えたのが、不思議だった。  

・最後、ちいちゃんはもう一度家族に会えてうれしかったと思う。  

・家族と一緒のときも、一人のときもかげおくりをしているな。 ・ちいちゃんの気持ちを考えていきたいな。 

・第五場面はちいちゃんが出てこないな。 

 

 

 

登場人物・背景の確認など ③・５つの場面 ・いくさが起きていたとき など 

一人読み ④⑤        ・ちいちゃんの気持ちが分かるところに線を引く。 ・どんな気持ちか、考えたことを書き込んでいく。 

 

＜第四場面より 二つのかげおくりについて＞ 

第一場面 第四場面 

・しゅっせいする前の日    ・はかまいりの帰り道 

・四つのかげぼうし      ・家族でかげおくりをした 

・きねんしゃしんのかげおくり ・思い出のかげおくり  

・楽しそうなかげおくり 

・夏のはじめのある朝      ・ぼうくうごうの近く 

・一つのかげぼうし       ・ちいちゃん一人でかげおくりをした 

・みんなでしたようなかげおくり ・さみしい、悲しいかげおくり 

・ひとりぼっちのかげおくり   ・不思議なかげおくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私たちから見たらちいちゃんは幸せではないと思うけれど、ちいちゃんにとっては幸せだと思う。 

 

 

 

              ・今は戦争がないけど、ちいちゃんが生きていたときは戦争があったから。 

              ・ちいちゃんは一人だったけど、今はたくさんの子どもが遊んでいるから。 

              ・ちいちゃんも今の子どもたちもきらきらわらっているため。 

家族でかげおくりをする 

     第一場面     ⑥ 

くうしゅうが来てひなんする 

     第二場面     ⑦ 

ちいちゃんがお母さんと 

 おにいちゃんをまつ第三場面⑧ 

ちいちゃんが一人でかげおくりを    

     する第四場面   ⑨ 

・家族みんなでかげおくりができ 

て、うれしい。 

・お父さんがいくさにいくのが、さ

みしい。お母さんもさみしそう

で、悲しい。 

・いくさでかげおくりができなくな

って、悲しいな。 

・（サイレンの音から）何か起こった

のかな。こわい。 

・私の知っている町はどうなってし

まうの。 

・こわいけど、走るしかない。 

・お母さんが見つかったと思って、

安心した。 

・お母さんとはぐれて、悲しい。 

・町が私の知っているところじゃな

くなっている。 

・一人ぼっちで不安になっている。

どうしよう。 

・家族が帰ってくると信じている 

・お母さんたちは帰ってくるのか

な。 

・暑いか寒いかも分からないくらい

つらい。 

・かげおくりをしたら、家族に会え

るかもしれない。 

・もう一度家族に会えて、うれしい。 

・きらきらわらえるほど、うれしか

った。 

願う子供の姿 

・ちいちゃんの言葉や行動、表情、会話などに注目して、その気持ちを考えていくことができる姿。 

・友だちの考えと自分の考えや、場面と場面など、比較をしながら考えを深め変容を自覚していく姿。 

・話し合ってみたいことを見つけ、友だちの考えをよく聞いたり話したりする姿。 

 

 

授業デザイン 
 

 

 

 

評価基準・評価方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・技能】 

・様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増や

し、話や文章の中で使い、語彙を豊かにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 

・登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場

面の移り変わりと結びつけて具体的に想像してい

る。 

・文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考え

をもっている。 

【学びに向かう力・人間性等】 

・文章を読んで理解したことに基づいて、進んで感想

や考えをもち、学習課題に沿って物語を読んだ感

想をまとめようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学びに向かう力・人間性等】 

・文章を読んで理解したことに基づいて、進んで感想

や考えをもち、学習課題に沿って物語を読んだ感

想をまとめようとしている。 

 

第四場面のちいちゃんは幸せだったのかな？⑩ 

幸せ 

・ちいちゃんはかげおくりをして、もう一度家族に

会えたから。 

・ちいちゃんはきらきらわらっていたから。 

・わらいながら、花ばたけをはしっていたから。 

自己調整 

 感想から、学

習問題を見つ

け、共有する。 

幸せではない 

・いくさでちいちゃんは一人ぼっちになったから。 

・いくさでちいちゃんのいのちはそらにきえたから。 

・いくさが起きていたから。 

・いくさで食べ物があまりなかったから。 

 

手立てや概念 

主人公のちいちゃんの場面ご

との気持ちをおさえることで、

本時の言語活動に深まりが 

出るようにする。 

手立てや概念 

 本学級の児童は人物の心情理解について教科書やプリントを活

用して対話する。机間指導をして支援する際は、児童のことばに

耳を傾け、本質を問う質問をしていきたい。（全員が自分の考え

をもてるための手立て） 

 

物語の感想を書こう⑫ 

＜評価方法＞  

授業での発言・つぶやき 

ノート、教科書への書き込みや、 

話合いの感想 

ちいちゃんはどんな気持ちかな？③～⑨ 

 

自己調整 

 本文を読んで見つけた気持ちに、進んでラインを引いた

り、考えを書いたりする。 

 ちいちゃんのかげおくりってどんなお話かな？①② 

 

 

 

 

＜評価方法＞  

ノートに書いた感想 

 

どうして第五場面があるの？⑪ 

④～⑧ 

響き合う 

 主人公のちいちゃんが

「幸せ」かどうかについ

て、話し合うことで、ちい

ちゃんの場面ごとの気持

ちから考えられるように

する。 

 

 ちいちゃんは 

幸せだったのか

な？ 

響き合う 

 豊かに感想を書き、友達に伝えるた

めの集団作り。 

＜感想の視点を提示する。＞ 

・心に残ったところ 

・疑問に思ったところ 

・話し合いたいと思ったところ 

 

手立てや概念 

児童が「ちいちゃんが幸せ

か幸せでないか」について、ち

いちゃんの視点、自分たちの

視点で多様な考えを互いに伝

え合うことで、その考えを深

められるようにしたい。また、

考える視点によって、ちいち

ゃんが幸せか幸せでないかは

「違ってくる」という新たな

気づきが得られるようにした

い。 

 

手立てや概念 

直接表現（言葉）や間接表現（行動や表情、会話など）から

主人公のちいちゃんの気持ちを場面ごとにまとめ、捉えること

ができるようにしていきたい。 

 

手立てや概念 

話し合いの素地を整える。 

・話型の確認や提示 

・聞き方についての確認 

手立てや概念 

話し合いをして分

かったことや、自分の

考え、自分の考えで変

わったところをノー

トに書けるよう、声掛

けをする。 

高め合う 

 友達の考えと自分の考え、

場面と場面を比較し、考えを

深める。 

＜板書の工夫＞ 

・対立構造 

（意見が分かれる場合） 

・ちいちゃんが幸せだったか

どうかについて場面の内容

から捉えたことを書く。 

 



 


